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14世 紀 前 半 の ウイ グ ル語 印刷 仏 典 の 奥 書 に

現れ る 「K6n衡gイ ドゥクク ト王家」をめ ぐって*

中 村 健 太 郎

は じめ に

本 稿 で 取 り上 げ る の は,ト ゥル フ ァ ン 出土 ウ イ グ ル 語 印刷 仏 典 の奥 書 断片

5点 で あ る.こ れ ら の うち4点 は ドイ ツ の ベ ル リ ン=ブ ラ ン デ ンブ ル ク科 学 ア

カ デ ミー(BBAW)に 所 蔵 さ れ て お り,文 書 番 号 は 以 下 の 通 りで あ る:U345

[TD80],U4446,U4621[TID],U4757[TMI2】.残 り1点 は ベ ル リ ンの 国

立 図 書 館(StaatsbiblothekzuBerlin)に 所 蔵 さ れ て お り,U8001【Ml49]と い

う文 書 番 号 を持 っ て い る.ま た,U8001[Ml49]と 同一 の 版 に属 す る 断片SI
くり

Kr.IV541が,サ ン ク トペ テ ル ブ ル ク に 存 在 す る.

こ の う ちU345[TD80]とU4621[TID]に つ い て は,か つ てArat氏 が そ の 著

書EskiTtirkSiiriの 中 で,Nos.22,23と し て テ キ ス ト を発 表 し た.そ の 後,1985

年 にZieme氏 がBerlinerTUiVTantexteシ リ ー ズ の 第13冊 目 と し てBuddhistische

StabreimdichtungenderUigurenを 出 版 し,ト ゥ ル フ ァ ン 収 集 品 の 中 の ウ イ グ ル

語 仏 教 文 書 で 頭 韻 詩 形 式 の も の を 一 挙 に テ キ ス ト ・写 真 付 き で 発 表 し た が,

そ の 中 でU345[TD80],U4621[TID]に つ い てArat氏 の テ キ ス ト を 改 訂 す

る と と も に,U8001【M149],U4446,U4757[TMl2亅 を 学 界 に 初 め て 紹 介

し た.ま た,最 近BerlinerTUiti7antexteの 第26冊 目 と し て 出 版 さ れ た 笠 井 幸 代

*本 稿 は ,本 誌22号 に引 き続 き,モ ン ゴル 時 代 ウ イ グ ル語 仏 典 奥 書 に つ い て扱 う連 載

(全3回)の3回 目で あ る.

(1)β πXXVI,p.265.筆 者 も財 団 法 人 東 洋 文 庫 に所 蔵 さ れ る サ ンク トペ テ ル ブ ル ク文

書 の マ イ ク ロ フ ィ ル ム を 閲覧 した と ころ,SIKr..IV541がU8001[M14】 の10～18行

目に 該 当 す る こ と を確 認 した.
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氏 の博 士 論 文 に も5点 の テ キ ス トが 収 録 され るが,Zieme氏 の もの と大 き く変

わ る と ころ は な い.

これ らの 奥 書 は い ず れ もイ ド ゥク ク トiduqqutを 名 乗 るK6nこ6gな る 人 物 及

び そ の 一 族 が 施 主 とな っ て 出 版 され た 印 刷 仏 典 に付 さ れ て い た もの で あ る.

Zieme氏 は これ ら一 連 の奥 書 につ い ての 歴 史 学 的考 察 を試 み て い る が,私 の 考

く　ラ

えではまだ十分ではない.本 稿で私はこれらの奥書をモンゴル時代史の中に位

置付けてみたい.

第1章 テ キス ト ・和 訳

まず,こ れ ら5点 の奥書断片 のテキス トと和訳 をTextA～Dと して掲

げる.テ キス トについてはZieme氏 がβπXIIIに おいて提示 したものに基本

的に拠ることとする.文 献学的訳注については先行研究を参照 していただくこ

ととし,こ こでは必要最小限にとどめる.な お,奥 書はいずれも頭韻四行詩で

書かれているが,紙 幅の制限もあるので,頭 韻四行詩形式に直 したテキス トは

提示 しない.

TextA

[文 書 番 号]U4621[TID]

[研 究]Arat1964,pp.154-155;E75,No.23;BπXIII,Nr.41;β πXXVI,NLl44

[写 真]BπXIII,TafLXXV,Abb.218

http:〃www.bbaw.de/forschung/turfanforscung/dta/u/images/u4621jpg

1qaγanqansりU-sin;an～5ulayuoq

2xungtayxiu:qatunqutin:ra～ia-pu(1ir-atayzi-lar一 冗ym乞

3adasiztudasfztUmanyll:aw-aqav§ayukU§a4z鷲n:

4adruqkUsU蓉 一1狙topqan1碇):alqu-nlbilta～3iblgUrzUn・:・

(2)Ziemel992,pp,52-54,
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5軍slanbilgatngriilig

6atamKira≦i孝iduqqut:

7ahamTu¥luγQutluγAヤab姐a:an6ulayuQun～ 窟γanAγayma・:・

8abitaburxanulu蕁 一lnta:ahthray-sfztuヤupblghrUp:

9artuqraqtrk6dUn:adfrtliγburxanqutlnbulzun-lar÷

10瓢 ㎜K6hこ6giduqqut:ayayubonom-uγyaq¢ ㎜i'蓉;

11adruqbuyan-imkU乙inta:alquk廿sO舊 一1飆mtopqani霊):〃////

12翫ng欲sizigsizinこbolup:adgUIOgi蓉 一1arimtrk
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カァ ン=カ ン陛 下 を,同 様 に,

皇 太后 ・カ トン様 を,皇 子 ・太 子 た ち もま た,

災 難 な く万 年,取 り囲 み つ つ,守 ります よ うに.

優 れ た 諸願 望 が 満 た され,一 切 知 と して現 れ ます よ うに.

獅 子 た る 賢 き天 王 に して,

我 が 父 照ra蓉isイ ドゥ ク ク トが,

我 が 母 トゥグル グ=ク トル グ=ア ガ とと もに,同 様 にク ンチ ガ ンニァ ガ も,

阿 弥 陀 仏 の 国 に 障 害 な く生 まれ,

極 め て即 座 に確 実 に仏 果 を得 ます よ う に.

今,私,K6nこ6gイ ドゥク ク トが,尊 敬 しつ つ この 経 典 を 印刷 させ た

優 れ た我 が功 徳 の 力 で,全 て の 我 が 願 望 が 満 た さ れ,

病 苦 な く平 穏 とな り,我 が 善 行 が 即 座 に…

[語注]

7.Tu予1uγQutluγAYa:aγaと い う語 は,モ ン ゴル にお い て女 性 に対 して使

くの

われる尊称である.1334年,河 西地方の永昌に立てられたウイグル語と漢語の

バイリンガルの碑文である「亦都護高昌王世勲碑」においても,漢 語面で「公主」

(3)㎜7>1,No.21、
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と書 か れ て い る箇 所 は,ウ イ グ ル語 面 で は一 貫 してaγaと 表 記 さ れ て い る.例

え ば,こ の碑 文 の第4截,11行 目 に は,テ ムル ブ カTamUrBuqaの 母 で あ る八
ぐむ

ト叉 公主 が,ウ イ グル 語面 で はBaba6aAγaと 書 か れ て い る.モ ン ゴル に お け る

女性 の 尊 称 が,ウ イ グル の 間 で使 用 され て い る こ とは非 常 に興 味深 く,こ の よ

うな 例 はモ ン ゴ ル時 代 以 前 の ウ イ グ ル語 文献 に は 見 出 せ な い.

10.K6nE6g:こ の名 が 何 語 に由 来 す る の か とい う問 題 につ い て,Zieme氏 は

Kara説 に拠 り,チ ベ ッ ト語dkon-mchog(<skt.rama)を 写 した もの と述 べ た,

同様 に,K6n66gの 父 で あ るKiragisも,チ ベ ッ ト語 のbkra-shis「 繁 栄,幸 運 」に

由 来 す る とい う.私 も両 氏 の説 は正 しい と考 え る.更 に,K6n66gやKiragisだ

け で な く,TextDに 見 え るBuyanQay-aSa1の 娘lrin6inbagの 名 も,チ ベ ッ ト語

起 源(<tib。rin-chen)で あ る.モ ン ゴル時 代,特 に14世 紀 に な る と,例 え ばモ

ン ゴル 帝 国第14代 大 カ ア ン,イ リ ン ジパ ル(lrinjipal<tib.rin-chendpal)の よ

うに,モ ン ゴル の 支 配 層 の 中 に チ ベ ッ ト語 に 由来 す る名 を持 つ 者 が 見 られ る よ

う に な る.こ れ は14世 紀 に な っ てモ ン ゴル の 支 配 層 にチ ベ ッ ト仏 教 が か な り

浸 透 して い た こ と を示 す もの だ が,TextA～Dに も これ が 表 れ て い る とい う

事 実 は非 常 に興 味 深 い.K6nこ6g一 族 が チ ベ ッ ト語 ・チ ベ ッ ト仏教 と密 接 な環

境 の 下 に あ っ た こ とが 窺 え る.

TextB

[文 書 番 号]U8001[M1491;SIKr。IV541

[研 究]β πXIII,Nr42;β πXXVI,NL149

[写 真]BπXIII,TafelLXXVI,Abb.219

http:〃www.bbaw.de/fofschung/turfanforscung/dta/u/images/u8001seiteljpg

(4>Geng&Hamiltonl981,pp.20,38,
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t菖蠢Ini蓉allltf蓉Itn蓉 一謡turur:

茸kU蓉talimSanSar-taqiロn1γ 一larO71ahi勸 且:

6zUmkgngUl6dtipyaq4urtumtnkalbi首yりzk翼nn・:・

a且'蓉bonom-tfntumli'蓉aq1γ 一sizbuyan-im1n:

ayayUalqU-qa6tUnUaVi血 磁gin血 一㎜:

ayaz-qayaγfz-qatayaq-IIγd㎜ 細h

tngri-1artngrim-lar一 血9:

asilzun血gri伽kU～il面Urin-1狙quvraγ 一lar-i・:・

asilmi'蓉Us(類lmi蓉kU～ilUgint辻in-liginquvraγ 一liγ一ln:

a血'γIduqnomuγ 鬘aziniγil-igulu蓉 ・uγ

aγhrbuyan-lfγ

qaγanqanSりU-Sin:an～5UlayUOq

tayXUngtay又iUqatUnqUt-lad'n:

raこa-pu¢h'一atayzi-lar-niyma

abayuuSun6dUnkUza¢z{洫 ・:・

a予latltaqibobuyankU～5inta:kilno1

軍slanbilgatngriiligatamKira至i写

iduqqut:an㎜Tu予luγQutluγA7abid註

an乙u塁ayuoqQuh乙iヤanAγayln註:abita

burxan-ni'ngulu舊 一inta:anth二ay-siz

tuγupblgUrUp:adaq-songi'nta削(

6d{血:alqu-niObilta～liburxanblg{irz"n-1血 ・:・

刎'蓉nomyaq¢umli'薈boadgUq軍'IlnこtU蓉inta

㎜K6h66giduqqut:alfn6uqatun-

ladmymaT61i重kQlzTngrim:BuyanQutluγba舊lap:

adlnymaaqainiuruγqada蓉oヤlan-

la且'mqlzlad'mbirla:amtlk65Un敬a≧unta
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1落 ち た.今,落 ち て い る(?)

2数 多 くの輪 廻 に い る衆 生 の た め に,

3私 自 ら発 心 し,完 全 に500巻 を印刷 させ た.

4清 浄 な こ の経 典 よ り生 じた 無漏 の 我 が 功 徳 を,

5尊 敬 しつ つ全 て に対 して,私 は祈 り回 向 し奉 る.

6蒼 き(天)・ 褐 色 の(大 地)に 拠 り所 を持 ち,法 あ る食 物 を持 っ

7神 ・女 神 た ち の

8神 聖 な力 や そ の 眷 属 が 増 大 します よ うに.

9増 大 した 力 ・眷 属 を持 つ こ とに よ っ て,

10清 浄 に して 神 聖 な教 法 と 国家 を,

ll重 き功 徳 を持 つ

12カ ァ ン=カ ン陛 下 を,同 様 に

13太 皇 太后,カ トン様 た ち を,

14皇 子 ・太 子 た ち を もま た,

15長 き にわ た って 守 ります よ う に.

16そ の 上,こ の 功 徳 の力 にお い て,

17獅 子 た る賢 き天 王 に して,我 が 父 た るKiraヨis

18イ ドゥ ク ク トが,我 が 母 トゥグ ル グ=ク トル グ=ア ガ と と もに,

19同 様 に,ク ンチ ガ ン=ア ガ も また,阿 弥 陀

20仏 の 国 に障 害 な く

21生 まれ,最 後 に即 座 に

22一 切 知 た る仏 と して現 れ ます よ う に.

23清 浄 な経 典 を印刷 させ た こ の善 行 の成 果 に て,

24私,K6n66gイ ドゥ ク ク トは,縁 組 で 娶 っ た嫁 で あ る我 らが カ トン

25た ち,ト レ ク=キ ズ=テ ング リム,ブ ヤ ン=ク トル グ を始 め と して,

26他 の 兄 弟 ・子 孫 ・親 族,我 が 息 子 ・

27娘 た ち と と も に,今,現 世 にお い て…
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Textc

[文 書 番 号]U4757[TM12];U4446

[研 究]Ziemel975,PP.202-204;β πXIII,Nr.51;BπXXVI,Nr.40

[写 真]Zieme1975,p.209;BπXIII,TafblLXXXIV,Abb.234(U4757);T漉l

LXXXV,Abb.235(U4446)

http:〃www・bbaw.de/fbrschung/turfanforscung/dta/u/images/u4757.jpg

htΦ:〃www.bbaw.de/fbrsch㎜g/tulfanforscung/dta/u/images/u4446.jpg
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ymakimin6ipo1:

altun6nglUgsudurnom-nungn6Un6kゆn-inta:

ayi'γqlhn乙 一fγ6乙Umak-1igbi舊in乙b61nk-ta:

ayayua?lr-layukavヨiki6掀 ㎜ 欲 一int註:

aσik6trUlmi恙nomlayuyrllqami'蓉bonomiこinta・:・

yint㎞qilin～laf匡'tda～liuluγk6艮 血k一廿9:

yigUstUnki～bγyalin-liγ 〃/〃UIUg-Ug

ylγfpt温pbUtUrdaこinom-luγyΩr齟9-Ug:

yfやfpalipqo蓉uγ 一qaintUrm畄bob61Uk鷲9・:・

a(重ik6trlilnli蓉tngritngrisiburxanbax蓉1-ta:

面 蓉a丘 γk611ikht肱dghnom・tal

ary-asanggat6zUniduqbursang{1uvraγ_ta:

ayaγuluqbax蓉iuluγ6ggang///f-ta・:・

a糞n～5slzavrilin～isizbkqa飯 γaffγkir1g{1n～1-IUg:

artamaq-slzyti6itans丘z廿kkgng髄1-IUgl

軍slanbilgatngdilig:
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1(発 語)

2黄 金 の色 を持 つ経 典 の 第三 巻 よ り,

3悪 業 を滅 す る第 五 品,

4(即 ち)尊 敬 しつ つKau`ikaに 祈 った(品)よ り,

5世 尊 が 説 きた も うた[こ の]経 典 の内 よ り,

6常 に行 い を浄 め る大[乗]を,

7最 上 の威 光 あ る… 部 分 を

8集 め,成 就 させ る法 の 義 を

9[集 め],韻 文 に下 した この 品 を,

10世 尊,(つ ま り)天 の天 た る[仏 た る]師 に,

11清 浄 で真 実 の 善 き法 に,

12神 聖 な る僧 伽 衆 に,

13尊 敬 す べ き師,偉 大 な る父 母 の … に

14揺 る ぎな い堅 い清 浄 な信 仰 を持 ち,

15堅 い 意 志 ・清 浄 な心 を持 つ

16獅 子 た る賢 き天 王,

[語 注]

15.Eitan:Zieme氏 は この 語 を,モ ン ゴ ル語 の6ida一 「～ で きる」に,副 動 詞

の 一nがつ い た形 と考 え,「 堅 い 」とい う形 容 詞 と して解 釈 したが,サ ンス ク リ ッ

くゆ

ト語 のcetana「 意 志,精 神 」に 由来 す る語 と考 え るべ きで あ る.

U4446

1adi～5it〃 〃/

2a直'γyruqbilga/〃 〃

(5)中 村(健)2006,pp.56-58;BπXXVI,pp.114-115.
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ayayuyUzkりUnnomyaq4urtumad〃 〃/

bobj匡b61"kk蓉anti-1丘b61UpUntUr血 蓉:

burxanqut1kUsU甜zanom-inyaqΦ ㎜i畄

bodikgngIil-IUgt6z睦n-1鋤rka廿lap

buy㎝ 一1刎Om-ina舳 一㎜bol血'忌t〃//

da㎜axankinoma恙 一lfγtngri-1翫 一ning

talay-1宜'ngarklig-ifduq

qaγansりU罹S1冒nlng

tayXUngtayXiU〔1atUn勵nUng

tanglan～ilγqut一 且aτi///〃

灸rslanbilg蓑tngrii謹gatamKira蒹i刎duqqut

anamTu予luγQutluγAγabir1蕊

abitaburxan-ningul腿 恙躪fntatuγup

alqu-ni'bilta～liburxanblg髄rz雌n一 臙r

裂rslanbilgatngriihgmnK6血 ξ69茸duqqut

ayayubonoln-uγyaq¢urn盛 畄
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adicitta…

清 浄 に して輝 き,賢 明 な …

尊 敬 しつ つ100巻 の経 典 を私 は 印刷 させ た.…

こ の一 巻 の懺 悔(の 品)を 選 別 して取 り出 した.

仏 果(を 得 た い とい う)願 望 に よ っ て経 典 を 印刷 させ た.

菩 提 心 を持 つ聖 者 た ち に 頒布 し,

我 が 功 徳 を 回 向す る.…

法 あ る食 物 を持 つ神 々 の,

海 内 の 支 配 者 に して神 聖 な

カ ァ ン陛 下 の,
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11太 皇 太[后 ・カ トンの]

12称 賛 す べ き福 果 が …

13獅 子 た る賢 き[天 王 に して,我 が 父 た るKiraヨisイ ドゥク ク トが,]

14我 が 母 トゥグ ル グ=ク ト[ル グ=ア ガ と と もに,]

15阿 弥 陀 仏[の 国 に生 まれ,]

16一 切 知 た る仏[と して現 れ ます よ う に.]

17獅 子 た る賢 き天[王 で あ る私,K6u乙6gイ ド ゥク ク トは,]

18尊 敬 しつ つ こ の経 典 を[印 刷 させ た]

[語 注]

10.qaγan:ウ イ グル語 印 刷仏 典 の 奥 書 で は,通 常,大 元 ウ ルス の大 カ ア ンは

qaγanqanと 書 か れ る.し か しこ こで は単 にqaγanと 書 かれ,qaγanqanと 書 か

れ て い な い こ とが 注 目され る.

TextD

[文 書 番 号]U345[TD801

[研 究]Arat1964,P。154;E75,No.22;β πXIII,NL40;BπXXVI,Nr.42

[写 真]E75,No.22,PP.504-505

htΦ:〃www.bbaw.de/fbrschung/turfanfbrscung〆dta/U∠hl旧ges/uO34501051ectojpg

1alquadg{i/〃//'雄zi-larilig-iqangimz:

2alpヨakimuniburxamaす 一ik6trUlmi恙b㎜an-ning:

3alt㎜aγizfnknt髄6zi:a6aadir-anon皿a雌::

4alquk麺sU蓉 一1雄一igqanturda～lf:anlitaayusisudur-u7:;

5adln-lar-qaaslγbolzuntip:ayayuoqipa～lzuntip::

6alqukusu蓉 一1翫一imqanzuntip:瓢 ㎜Buy跏Qay-aSalkntu6zum::

7adruqkhtg昼n～lturYurup:ayayuypzonkり 廿nyaqturup;;
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adin-1ar-qayumqiUlami蓉:a予1'rbuyan-lar-imzkti6inta:

ayazqayaγizqatayaq-1fy:arq-aqamaγqutvk恙il⊂::

ari'i'noma導 一liγtngri-1dr-ning: .aSl'IZUnnOmIUγkU6-1dr-i::

asllmi蓉Usta1血 蓉kU6-1Ugin:adin一 ～Sl'～診iduq

qaγanqanSりU-Sin:an～EUIayUOqqatUn-larqUt-lar-in::

ar6a-puφr-atayzi-lar-ni'yma:ada-siztuda-s'izttimiinyt1::

aw-aqav§ayukU§atztin:acrmqkUsU蓉 一1hr-itopqani●p::

alqu-ni'biltti～5iblgUrzUn:aln口bobuyankU～iinta:

a.rslanbilgtitngriiligK6n6691'duqqutan6ulayuoq'akamT61iikQizTngrim

adinqalmi'蓉qatun-1artigin-1翫yma:adasizu§unya忌amaq-taulat'i:

alqut6rlUgkUsU導 一1血qani'pb廿tUp:adaqsongin-tatrk6dUn:

abitaburxanulu9-intatuγmaq-larii'bolzun:1圃 ㎜Buy皿Qay-aSal:

ayayubonomuγyaqtum直0蓉:adruqbuyan-1mkUこin-ta::

alqukUsti蓉 一1dr-imtopqani●p:timgak-sizig-sizinこbolup::.

adgUIUgi蓉 一1dr-imtr1(bUtUp:'angkinintaki6-matin::

〃/〃burxanqu血bulayi'n:yanaymabobuyankUこinta

〃〃/pOrullLam-abax蓉i:yanggiimQutluγTiginql'〃///

//〃/QizTngrim:OrunTiginTngri皿:singil-1hr-imレ
〃〃Aar-imSarT'γaこari':Ci'nTiginKalinTngrim:

〃/〃:qizlar-lmTanya蕁iribag:Irin6inbag:

//〃/b盗g:kalinimTurmi'蓉Tiginba舊lap:yanayma

〃〃u61'btig:'akamTilikTiginQl'zTngrimyigan

　 　
〃/〃:N㎞ala§ 丗bagNimaS醐g:yig洫

全ての善なる…聖仙たちの王にして我らが父,

勇猛なる釈迦牟尼[仏]・ 世尊仏の

黄金の口によって自ら説かれた
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4全 て の願 望 を満 た す 「Amitayus経 」を,

5厂 他 の 人 々 に利 益 とな れ」とて,「 尊 敬 しつ つ 誦 し,説 明 す べ し」とて,

6「 全 て の我 が 願 望 が 満 た され ます よ う に」とて,今,私,ブ ヤ ン=カ ヤ=

サ ル 自 ら,

7優 れ た信 仰 を起 こ して,尊 敬 しつ つ110巻 を印 刷 させ,

8他 の 人 々 に全 て頒 布 した我 が 重 き功 徳 の力 で,

9蒼 き(天)・ 褐 色 の(大 地)に 拠 り所 を持 つ 全 て の守 護 霊,

10神 聖 な法 食 を持 つ 神 々 の法 力 が 増 大 し ます よ う に,

ll増 大 した 力 に よ っ て,特 別 に して神 聖 な

12カ ア ン=カ ン陛 下 を,同 様 に カ トン様 た ち を,

13皇 子 ・太 子 た ち を もま た,災 難 な く万 年

14取 り囲 み つ つ,守 ります よ うに.優 れ た諸 願 望 が 満 た され,

15一 切 知 と して 現 れ ます よ うに.今,こ の功 徳 の力 で,

16獅 子 た る賢 き天 王,K6nこ6gイ ド ゥク ク トの,同 様 に我 が 姉,ト レク=

キズ=テ ング リム の,

17ま た 他 の 残 っ た カ トン ・王 子 た ち の,災 難 な く長 く生 きる こ とな どの

18全 て の種 類 の願 望 が満 た され,最 後 に即 座 に

19阿 弥 陀 仏 の 国 に 生 まれ る こ とが で き ます よ うに.今,私,ブ ヤ ン=

カ ヤ=サ ル は,

20尊 敬 しつ つ こ の経 典 を 印刷 させ た我 が功 徳 の 力 で,

21全 て の我 が 願 望 が 満 た され,病 苦 な く平 和 と な り,

22我 が 良 き事 ど もが 即 座 に満 た さ れ,最 後 に遅 滞 な く

23… 仏 果 を私 は得 よ う.更 に また,こ の功 徳 の 力 で

24… し,オ ル ン=ラ マ 師,我 が 義姉 妹 ク トル グ=テ ィ ギ ン,

25… キズ=テ ング リム,オ ル ン=テ ィ ギ ン=テ ング リム,我 が妹 ・・

26我 が … た ちサ リグ 阿 闍梨,チ ン=テ ィギ ン=ケ リ ン=テ ング リム,

27… 我 が 娘 た ち タ ンヤ シ リ=ベ グ,イ リ ンチ ン=ベ グ,
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28…[べ]グ,我 が 嫁 トゥル ミシ ュ=テ ィギ ン を始 め と して,更 に ま た,

29… チ=ベ グ,我 が 姉 テ ィ リクニテ ィギ ン=キ ズ=テ ング リム,甥

30… ニ ル マ ラ=シ リ=ベ グ,ニ マ=シ リ=ベ グ,甥

第2章TextA～Dの 年代

第1章 で掲げたTextA～Dの 年代はいつ頃に比定できるだろうか.既 に論

じたように,現 存するウイグル語印刷仏典で年代の判明するものはほとんど全
く　　

て13世 紀 末 ～14世 紀前 半 に年代 比 定 され てい た.こ の 結 論 か ら,TextA～D

もほ ぼ この 時期 で あ る との 見 当 は つ く.し か し,TextA～Dそ れ 自体 に 年代

を更 に 限定 す るた め の手 掛 か りが 含 まれ て い る.そ れ は,qaγanqan及 びそ の 一

くの

族に対する功徳回向文の箇所である.qaγanqanと はモンゴル時代の文献では普

通オゴディを指す称号であるが,ウ イグル語仏典の奥書の場合は大元ウルスの
　き　

大 カ ァ ンを指 す.

と こ ろ で,ウ イ グル 語 ・モ ン ゴル 語 印刷 仏 典 の奥 書 に記 され て い る大 カ ア

ンqaγanqan,皇 太 后xungtayxiu,皇 后xungxiuな どの 皇 族 は,当 該 の 仏 典

が 出 版 さ れ た 当 時,宮 廷 に実 際 に い た 皇 族 を反 映 して い る こ とが 明 ら か に さ

れ て い る.1312年 に 大都 の 大 聖 寿 万 安 寺 に お い て 出 版 され た モ ン ゴ ル語 印刷

仏 典 『Bodhicaryavataraの 注 釈 』の 奥 書 を手 掛 か りに,Cleaves氏 は,qaγanが

アユ ル バ ル ワ ダ,tayγiuが 皇 太 后 ダ ギ,qatunが 皇 后 ア ナ シ シ リで あ る こ と を

リラ

明 らか に した.TextA～Dに つ い て も,功 徳 回 向 文 に 記 さ れ るqaγanqan,

tayxungtayxiu,xungtayxiuな ど の 皇 族 が 誰 に 当 た るか 確 定 す る こ とが で き

れ ば,逆 に そ れ ら の 人 物 の 在 位 年 代 を 手掛 か り に,奥 書 そ の もの の 年 代 を絞

り込 む こ とが で き る は ず で あ る.そ こ で,TextA～Dに 記 され る 大 元 ウル

ス 皇 族 が そ れ ぞ れ 誰 に 当 た る の か 検:討 して み よ う.

(6)中 村(健)2006,pp.66-73.

(7)Ziemel992,pp.73-74.

(8)小 田.1974,pp.92-94.

(9)Cleaves1954,pp、123-124,

(143)



年 代 を確 定す る上 で 鍵 に な る の が,TextBとTextCと に見 え るtayxungtay

xiu(=太 皇 太 后)で あ る.こ れ が誰 を指 す か を確 定 す る前 に,ま ず チ ャガ タ イ=

ウ ル ス の当 主 で あ った トゥグ ル ク テ ム ルTuγluγTtimUrに 対 して 出 され た,い わ
ほ の

ゆるウイグル語 厂免税請願文書」U5282を 見ておきたい.こ の文書はウイグリ
く　リ

ス タ ンの封 領 の 園 丁(in6Ubaγ61')た ち が,以 前 の チ ャガ タイ=ウ ル ス 当 主 た ち に

よ っ て認 め られ た権 利 を 引 き合 い に 出 し,カ ラ ン税 を免 除 して も ら う よ う要 請

す る もの で あ っ た.以 下,我 々 に とっ て必 要 な箇 所 を引 用 して み よ う.

ロ　ラ
U5282[TIIID271K+TM221]

As盃nBuqaqan6aγfn-ta

K:6nE691-duqqutKiday'W//

ba恙 一li'γi16i-1血birlli

qalankasipin～5UbaγEilar-

qaqalankasmi忌yoq

(中 略)

Tarma蓉irinqan6aγin-ta

K6n6691'duqqutTUpttik

Baφur-nfba恙 一lapkalipqalan

kasipqalankasipin6Ubaγ 一

こi-larqaqalankasmi舊iyoq

(10)Radloff1928,No。22,pp.28-32;Arat1937;Arat1964,p,153;Clarkl975,pp。196-197;

松 井1998,pp.9-10,U5282の 写 真 は,http://www.bbaw。de/forschung/turfanforscung/

dta/u/images/u5282jpg。 ま た,大 阪 大 学 文 学 部 に 所 蔵 さ れ る 山 田 信 夫 氏 旧 蔵 の 写 真 も

参 照 す る こ とが で き た.

(11)in60は 「王 室 領,王 室 領 の 民 」の 意 で あ る.Cf村 上1951.in衡baγ6iに つ い て は,

そ の 実 態 は 明 ら か に な っ て い な い.C£Radloff1928,No,22,pp.28-32;Aratl964,p.153;

ED,p.748;Cl矼k1975a,pp.196-197;松 井2004,p.181.

(12)Arat1937,pp.6-7,

(144)



[和訳]

エ セ ン ブ カ=カ ンの 時 に,

K6n66gイ ド ゥク ク トが,キ タ イ…

始 め とす る使 臣 た ち と と もに

カ ラ ン税 を徴 収 したが,封 領 の 園丁[た ち]

に対 して カ ラ ン税 を徴 収 した こ とは な か っ た,

(中 略)
くユの

[タ ルマ シ リ ン]=カ ンの 時 に,・

K6n66gイ ドゥク ク トが,テ ユ プ テ ユ ク=

バ トゥル を始 め と して や って 来 て ,カ ラ ン税 を

徴 収 したが(カ ラ ン税 を徴 収 した が),封 領 の園 丁

た ち に対 して カ ラ ン税 を徴 収 した こ とは な か った.

こ の 文 書 の 中で,チ ャ ガ タ イ=ウ ル ス の 当 主 が エ セ ンブ カEsenBuqaと タ ル

マ シ リ ンTarmagirinで あ っ た 時期 に,何 とK6nこ6gIduqQutな る 人物 が トゥル

フ ァ ン盆 地 に や っ て 来 て,カ ラ ン税 を賦 課 して い た こ とが 述 べ られ て い るの で

あ る.こ の 「免 税 請 願 文 書 」のK6n66gが,TextA～Dに 現 れ るK6n66gと 同

ロ む
一 人 物 で あ る と考 え られ る こ とは

,既 にArat氏 が 指 摘 した 通 りで あ る.エ セ

ンブ カ の在 位 年 代 は1310～1318年,タ ルマ シ リ ンの そ れ は1326～1334年 と

く　 ら　

され る.こ れ よ り,K6n66gは,少 な くと も1310～1334年 の 間,イ ド ゥク ク

トの 地位 を有 して い た こ とが確 認 さ れ る.

そ れ で は,こ の 時 期,大 元 ウ ル ス 宮 廷 に お い て 太 皇 太 后 の 尊 号 を帯 び た こ

との あ る 人 物 は誰 か.そ れ は以 下 に示 す よ う に2人 の みで あ る.1人 目 は順 宗

(13)Arat氏 は この 箇 所 を タ ル マ シ リ ン と復 元 した が,学 界 で も こ れ に 異 論 は な い,

私 もArat説 に 従 う.CfArat1937,p.6;Arat1964,p.153;Zieme1992,p.53.

(14)Arat1964,pp.153-155.

(15)本 由1991に 収 録 され る 「モ ン ゴル 王 族 系 譜 」を参 照.
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ロ 　ラ

ダ ル マバ ラ の后 で,カ イ シ ャ ン とア ユ ル バ ル ワ ダ の母 で あ っ た ダ ギ.2人 目は

い アエ

トク テ ム ルの 后 で あ った ブ ダ シ リ(卜 答 失 里*Budagiri<skt.Buddha蠢 五)で あ る.

2人 は い ず れ も コ ンギ ラ ト氏 出身 で あ る.ダ ギ は,延 祐7(1320)年3月,英 宗

シデ ィバ ラ の 即 位 と と もに 太 皇 太 后 と な り,至 治2(1322)年9月 に死 去 す る

まで,そ の尊 号 を持 っ て い た.一 方,ブ ダシ リは,後 至 元 元(1335)年12月 に

く ユ さ 　

太 皇 太后 と な り,後 至 元6(1340)年6月,そ の 尊 号 を奪 わ れ 東 安 州 に流 され て

い る.

そ れ で は,ttayx㎜gtayxiuは,ダ ギ とブ ダ シ リの いず れ に 当 た る か.1310～

1334年 の期 間 に限定 す れ ば,太 皇 太后 にな っ た こ との ある の は ダギ しか お らず,

tayxungtayxiuは ダ ギ で あ る可 能 性 が 高 い.た だ し,こ れ に は 若 干 の 問 題 が

あ る.ダ ギ が 太皇 太 后 で あ っ た 時期 の大 カ ア ンは シ デ ィバ ラで あ っ たが,周 知

の 通 り,シ デ ィバ ラ に は嫡 子 が な か っ た.し か しTextBの14行 目に,ra6a-

pudir-atayzi-lar「 皇 子 ・太 子 た ち」が 現 れ る こ とか ら,TextBのqaγanqanを,

嫡 子 の な か った シ デ ィバ ラ と考 え る こ と に は や や 疑 問 が 残 る.こ れ よ り,tay

xungtayxiuが ブ ダ シ リで あ る可 能性 も否 定 で きな い が,ブ ダ シ リが 太 皇 太 后

で あ っ た年 代 が1310～1334年 か ら逸 脱 して い る こ とか ら,こ こで は一 応 ダ

ギ で あ る と考 え て お きた い.こ れが 正 しけ れ ば,TextB,Cの 年 代 は,ダ ギ が

太 皇 太 后 で あ っ た 期 間,す な わ ち 延 祐7(1320)年3月 ～ 至 治2(1322)年

9月 に決 定 され る.

(16)『 元 史』巻116,后 妃伝2(pp.2900-2902).

(17)『 元 史』巻114,后 妃伝1(pp.2877-2878).

(18)ブ ダシ リが太皇太后 に立て られた年代 について,『 元史』巻38,順 帝本紀,後 至元元

(1335)年12月 乙丑の条 は 「奉玉冊玉 宝上太皇太后,尊 号 日賛 天開聖仁寿徽 徳宣昭貞

文慈祐儲善衍慶福元太皇太后」(p.830)と して1335年 とす る.一 方,后 妃伝(巻114,

pp.2877-2878)は 元統元(1333)年 とし,両 者 の記述 に異 同が見 られる.本 紀の記事 は

ブダシ リが太 皇太后 になるまでの経緯が具体的 に記 され てお り,信 頼 に値す る.従 っ

て后妃伝 の年代 は誤 りであろ う.な お,ブ ダシ リが太皇太后 に立て られた ことを記念

して,漢 訳大蔵経(い わ ゆる「元官蔵」)が1336年 に出版 された ことは既 に指摘 した通

りであ る.Cf中 村(健)2006,pp.78-79,
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次 に,TextAのxungtayxiuで あ るが,tayxungtayxiuが ダギ に決 定 さ れ

た こ とか ら,こ こ で のxungtayxiuも ダギ と考 え る べ きで あ ろ う.そ うだ と

す れ ば,TextAのqaγanqanは カ イ シ ャ ンか アユ ルバ ル ワ ダ とい うこ とに な る.

従 っ て,TextAの 年 代 はダ ギ が 皇 太 后 で あ っ た期 間,す なわ ち大 徳11(1307)

年5月 ～ 延 祐7(1320)年3月 の 間 とい う こ とに な る.

それ で は,TextDの 年 代 は い つ 頃 に決 定 され る で あ ろ うか.TextDはK6n66g

の娘 婿BuyanQayaSalに よ って 出 版 され たが,Zieme氏 の 言 う よ うに,TextD

く　の

が 出 版 さ れ た 段 階 で は ま だK6nこ6gは 生 存 して い た こ とが 窺 え る.従 っ て,

TextDの 年 代 はTextA～Cの そ れ と は大 き く離 れ て は い ない は ず で あ る.

TextDに は 太 皇 太 后 や 皇 太 后 が 言 及 さ れ て い な い こ と か ら,TextDの 出 版

年 代 は,皇 太 后 や 太 皇 太 后 が 立 て られ な か っ た 時期 と い う こ と に な る.1310

～1334年 の 間 で これ に該 当 す る 時 期 は ,イ ス ンテ ム ル在 位 時(1323～1328)

ま た は トク テ ム ル 在 位 時(1328～1332)で あ る.し か し,現 時 点 で は いず れ か

に決 定 す る こ と は難 し い.

以 上 に論 じて 来 た こ と を踏 まえ,そ の結 果 を次 の 表 の よ う に ま とめ て お く.

年 代 qaγanqan tayxungtayxiu xungtayxiu qatun そ の 他

TextA 1307～1320 カイシャンor

アユルバルワダ

ダギ ? tigitlar

TextB 1320～1322 シデイバ ラ ダギ 速哥八剌 raこapu伽tayzil訂

TextC 1320～ 正322 シデ イバ ラ ダギ (破損) (破損)

TextD 14世紀前半 ? ? 麟apゆatayzilar

(19>TextDの17～19行 目には,「災 難 な く長 く生 きる ことな どの全 ての種類 の願望

が 満た され,最 後 に即座 に阿 弥陀 仏 の国 に生 まれ る ことがで きます よ うに」と,

K6n酪g夫 妻 の長寿 な ど,現 世 にお け る願望 が成就 す るこ とが祈 られ ている か らで

ある.C£Zieme1992,P.81.
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私は既 に,現 存のウイグル語印刷仏典の奥書で年代の判明するものが全て13

世紀末～14世 紀中葉に年代比定されることを明らかにしたが,我 々はここに,

年代をほぼ特定できるものとして,更 に5点 を追加することができるのである.

第3章Kiragisと 虞集 「大宗正府也可札魯火 赤高 昌王神道碑」に

見える吃刺失 思 との関係

K6n66g及 びその父Kiragisは 西 ウイグル王国の支配者たるイ ドゥクク トfduq

qutの称号を自ら名乗っていた.と ころでモンゴル時代のイドゥクク ト王家 と言

えば,文 宗 トクテムルの臣僚で,イ ドゥクク ト王家の子孫で もあったテムルブ

カTamOrBuqa及 び歴代のイ ドゥクク トを顕彰 して,1334年 に甘粛省の永昌に
く　の

立 て られ た 「亦都 護 高 昌王 世 勲 碑 」(以下,単 に 「高 昌 王 世勲 碑 」と呼 ぶ)の 王 家 が

従 来 知 られ て い る.そ れ に よれ ば,こ の 王 家 は 「カ イ ド ゥ ・ドゥア の乱 」の際,

西 ウイ グル 王 国 の本拠 地で あ った東 部 天 山地 方 か ら河 西 回廊 の 永 昌 に避 難 ・移 住

して 来 た とい う。 我 々 のTextA～Dに 見 え るKiragisやK6nこ6gの 名 は 「高 昌 王

世 勲 碑 」に は全 く見 え て い ない こ とか ら,KiragisやK6n66gの イ ドゥ ク ク ト王

家 は 「高 昌 王 世 勲碑 」の それ とは別 系 統 の もの で あ る と考 え られ る.つ ま り,14

世 紀 に は,「 高 昌王 世 勲 碑 」の イ ドゥク ク ト王 家 以 外 に,K6n66gイ ドゥ ク ク ト

王 家 とい う,も う一 つ の イデ ィ ク ク ト王 家 が 存 在 して い た こ とに な る.

と こ ろ で,Zieme氏 は,K6ne6gの 父Kiragisを,虞 集 『道 園 学 古 録1巻16

「大 宗 正 府 也 可 札 魯 火 赤 高 昌 王 神 道碑 」(以下,「 高 昌王 神 道 碑 」と呼 ぶ)に 見 え
く　の

る吃剌失思なる人物に比定 していた.「高昌王神道碑」とは,ウ イグル出身で,

(20)漢 語 面 につ い て は 黄 文 弼 氏 が,虞 集 『道 園 学 古 録 』・『道 園類 稿 』所 収 の テ キス トと

の 校勘 の上,欠 損 した 部 分 を復 元 してい る.ま た,Hambis氏 が 一 部 フ ラ ンス 語 に抄 訳

して い る.ウ イ グ ル語 面 につ い て は,1980年 に耿 世 民 氏 が 解 読 した テ キ ス トが発 表 さ

れ た が,翌1981年 に耿 氏 とHamilton氏 の 共 著 に よる改 訂 版 が 発 表 され た.CfHambis

l954,pp.134437;黄1964;耿1980;Geng&Hamiltonl981。

(21)BπXIH,p.158;Ziemel992,pp,52-54.『 道 園学 古 録 』は 四 部叢 刊 初 編 本 に拠 る.

また,同 じ く虞 集 の 『道 園類 稿 』(虞 集 の死 後,孫 の虞 堪 が 編 集)巻41「 高 昌王 神 道 碑 」

に も ほ ぼ同 文 が 載 る.
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く　　ラ

仁宗アユルバルワダのケシクのジャルグチJarγu6iで あった買閭の父,月 魯

哥(*UrlUg)が 高昌王に追封されたことを顕彰 し,虞 集が撰文 したものである.

この神道碑 によれば,買 閭はカイシャン時代に当時皇太子であったアユルバル

ワダのケシクに入 り,ア ユルバルワダが即位すると,太 医(医療)・ 宗正(皇 族

関係)・功徳(仏 事)な ど,あ らゆる職務を取 り仕切 り,テ ムル時代に大都の城

内に建立 された勅建寺院,大 承華普慶寺の都総管 となったといい,延 祐2
く　ヨラ

(1315)年,買 閭 の 曾 祖 父 の 達 即 拏 ・祖 父 の脱 因(*Toyin)に そ れ ぞ れ 追 封 が

行 わ れ る と と もに,父 で あ る月 魯 哥 は高 昌 王 に追 封 され た とい う.買 閭 に は

六 人 の 子 が あ っ た とい うが,そ の うち の 一 人 が 吃 剌 失 思 な の で あ る.「 高 昌王

神 道 碑 」の 内 容 の一 部 はHambis氏 に よ って 紹 介 され て い るが,Hambis氏 は
く　 　 　

吃 剌 失 思 を*Kiragisと 復 元 して い る.Zieme氏 は,こ れ とTextA～Dに 見

え るKiragisと を 同一 人物 と見 な した ので あ る.確 か に音 韻 面 に 限 っ て言 え ば

両 者 は一 致 す る.

も しZieme氏 の 考 えが 正 し く,K6n6dg一 族 と 「高 昌王 神 道 碑 」の 高 昌王 家 と

が 同 一 で あ った とす れ ば,KiragisやK6n66gは 大 元 ウル ス の 臣僚 と して モ ン ゴ

ル の 支 配層 とな り,そ の 一族 は,中 国 内地 に本 拠 を置 い てい た こ と に な る はず

で あ る.し か しなが ら,Zieme氏 は,KiragisやK6nこ6gは チ ャ ガ タ イ=ウ ルス に
く　 らン

よ っ て イ ド ゥク ク トに任 じ られ た とす るClark説 に 従 って い る.Zieme氏 は

K6n66g一 族 の 本拠 が どこ に あ った の か は 明言 しなか っ たが,文 脈 か らは チ ャ ガ

タイ=ウ ルス の 支 配下 に あ った東 部 天 山地 方 に あ っ た と考 え てい る よ うに受 け取

れ る.

一 方
,Rybatzki氏 も,Zieme氏 と同 様 に,「 高 昌 王 神 道碑 」の 吃 剌 失 思 と我 々

の 奥 書 のKiragisを 同一 人 物 と見 な した.更 にRybatzki氏 は,チ ャ ガ タ イ=ウ ル

ス の 当 主 トゥ グル クテ ムル(在 位1347～1365)が 出 した モ ン ゴル 語 の 発 令 文 書

(22)Hambis氏 は*MailUと 復 元 し て い る.CfHambis1954,P.136.

(23)Hambis氏 は*Dadzinaと 復 元 し て い る.CfHambis1954,p.136.

(24)Hambis1954,pp.134-137.

(25)Clarkl975,p.20;Zieme1992,p.53.
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く　 　 　

Mainz865[TM93]とMonght71[TIID224亅 に 現 れ るeingtemtirIduqudな る 人 物

も ま た,KiragisやK6nこ6gの 系 譜 に 連 な る 人 物 と考 え た.そ の 上 で,月 魯 哥 →

Kiragis→K6n6dg→ … … →dngtemUrと 続 く イ ド ゥ ク ク ト王 家 を 「チ ャ ガ タ イ

く　 　　

=イ ドゥ ク ク ト」と名 付 け て い る .

Zieme・Rybatzki両 氏 の よ う に,「 高 昌 王 神 道 碑 」の 吃 刺 失 思 と我 々 の奥 書 の

Kiragisと を 同一 人 物 と見 な し,K6n66g一 族 の 本拠 が東 部 天 山 地 方 に あ っ た と考

え る こ とは果 た して 妥 当 で あ ろ う か.仮 にK6n66g一 族 の 所 在 が 東 部 天 山 地 方

にあ り,チ ャ ガ タ イ=ウ ル ス の 支 配 下 にあ っ た とす る と,何 故TextA～Dに は

チ ャ ガ タ イ=ウ ルス で は な く大 元 ウル ス 皇 族 に対 す る功 徳 回 向 文 が 記 さ れ た の

か,理 解 で きな くな る.Zieme氏 は この よ う な齟 齬 に気付 い て は い たが,何 ら

説 明 は加 え て い な い.

Zieme・Rybatzki説 の最 大 の 問 題 点 は,彼 らが 「高 昌 王神 道碑 」そ の もの の 内

容 を十分 に検 討 す る こ とな しに,Kiragisと 吃刺 失 思 とが音 韻 的 に一 致 す る とい う

こ とだけ を根 拠 と して 両者 を同一 人 物 と見 な した こ とで あ る.そ こで,「 高 昌 王

神 道 碑 」の記 述 を十 分 に 踏 ま え,同 時代 史 料 を も考 慮 に 入 れ た上 で,Zieme・

Rybatzki両 氏 の考 えが 妥 当 か ど うか,よ り一 歩 進 んだ 考 察 を行 っ てみ た い.

まず,果 た してK6n66g一 族 は本 当 に東 部 天 山 地 方 に本 拠 を置 き,チ ャガ タ

イ=ウ ル ス の支 配 下 にあ った の だ ろ うか.TextA～Dは いず れ も大 元 ウル ス の

大 カ ア ン及 び その 一 族 に対 す る功 徳 回向 文 を持 って い た.実 は,ウ イ グル 語 仏

典 に 限 らず,大 元 ウ ル ス支 配 下 の 中 国で 出版 され た 漢 文 ・モ ン ゴル 語 ・チ ベ ッ
く　お

ト語などの諸言語の仏典の奥書には大カアン及びその一族に対する功徳回向文

を持つ ものが見 られる.こ のような現象は元代より前にはまず見 られない.

ウイグル語及びモンゴル語の功徳回向文については,前 稿でもいくつか例 を

(26)BπXVLNr.70,71,pp.173-178.Mainz865【TM931は1352年 に,Monght71[THD

2241は1348年 か1360年 に比 定 され て い る.

(27)Rybat2ki2000,pp,254-255.

(28)Lauferl907,pp.395,408-409(チ ベ ッ ト語 版 『仏 説 北 斗 七 星 延 命 経 』の 奥 書).
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く　　　

紹介 したので取 り上げない.こ こでは漢訳大蔵経の例について見てみたい.元

代に先行する宋 ・遼 ・金代以前に出版された大蔵経に収録 される経典の奥書を

見渡 しても,皇 帝及びその一族に対する功徳回向文を持つものはほとんど見ら

れないのに対 して,元 代に出版された大蔵経に収録 される経典には,そ の奥書

に大元ウルス皇族に対する功徳回向文を持つ ものが頻繁に見られる.こ の事実

はこれまであまり注 目されてこなかったと思われるので,注 意を喚起したい.

元代に出版された大蔵経 としてこれまでに知 られているものでは,普 寧蔵

(1277～1290年),磧 砂蔵の追刻,毘 盧大蔵経(1315年),「 元官蔵」(1336年)
くヨ 　 　

などがあるが,こ こで掲げた大蔵経に収録される経典の奥書から,大 元ウルス

皇族に対する功徳回向文を含む部分を引用する.

くヨリ

○ 「普寧蔵」『大方広仏華厳経入不思議解脱境界普賢行願品』(1279年)

…(前 略)以 此鴻因端為祝延

皇帝聖寿万安,

皇后同年,

太子諸王千秋,文 武官僚陞遷禄位,仍 賛

大元帝師

大元国師…

のの
○ 「磧砂蔵」『一字仏頂輪王経』(1301年)

…所集情 旨,謹 発誠心,命 工刊造

大蔵経板,捨 入平江路 ・陳湖 ・磧沙延聖寺,永 遠流通,所 集

(29)中 村(健)2007,pp.101-103,

(30)竺 沙氏 が 元代 の 漢 訳 大 蔵 経 を概 観 す る優 れ た論 文 を発 表 して い る。Cf竺 沙1998.

また,こ れ 以外 に も,元 代 に 出版 さ れ た漢 訳 大 蔵 経 の 奥 書(刊 記)を 扱 った研 究 で は,

以 下 の もの が 有 用 で あ る:的 屋1936;常 盤1939;小 川1942;小 川1943;小 川1969.

(31)竺 沙1998,p.15,挿 図L

(32)竺 沙1982,p.307.
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福利,端 為祝延

皇帝聖寿万安,雨 順風調,時 和歳稔.次 冀文清府門昌盛,庶 事吉祥,

四恩等報,三 有均労生,斉 成仏道.

以上のような現象がモンゴル時代 になって起こるのは何故か.モ ンゴルに

とっては天神たるテングリ(tangri)こ そが神 として崇拝すべ き対象であった

が,そ の支配下にあった種々の宗教集団が尊崇する神々 も,結 局はテングリと
くヨわ

同じものであると考えられていた.そ れ故,モ ンゴルは,そ の支配下にあった

宗教教団に対 して,そ れぞれの神々に対 してモ ンゴル皇族の長寿を祈ることを

求めた.例 えば,マ ルコポーロは,モ ンゴルが大カアンの生誕節に仏教 ・イス

ラーム教 ・キリス ト教などの各宗教教団に対 して大カァンの長寿や健康を祈ら
くヨリ

せていたことを報告 している.

また,大 元ウルスが寺観に与えた発令文には,「我ら(カ ァン及びその一族)
の らラ

の ため に長命 を祈 れ」とい う表 現 が しば しば見 られ る.例 え ば,真 定路 元 氏 県 開

化 寺 アユ ル バ ル ワ ダ聖 旨碑(1314年)の パ ク パ文 字 モ ンゴ ル語 面 に は,alibaalba

qubclnuluuJendemi-yijalbariJuhirU'er6gUnatuqayi「 す べ て の貢 納 ・畜税 を顧 み

ず に,天 に祈 り祝 福 を さ さげ る よ う に」とあ る.こ れ に対 応 す る漢 語 面 は 「不 甚

差 発 不 著,告 天 祝 延 聖 寿(い か な る差 発 に も着 け ず,天 に 告 し,聖 寿 を祝 延 せ
くヨ 　 　

しめよ)」である.先 に引用 した「一字仏頂輪王経』の奥書にも「祝延皇帝聖寿万

安」のような表現が見られるが,こ れはこうした発令文の書式を意識 したものに

違いない.

更に,奥 書:ではないが,元 代に出版された西夏語仏典『悲華経』の冒頭の祝讃

碑には,カ イシャンと皇太子アユルバルワダの長命を祈る賛辞が西夏文字で以

(33)杉 山1996,p.198;中 村(淳)2001,pp.30.31.

(34)愛 宕2000,pp.312-313.

(35)高 橋1991,p.420.

(36)杉 山1989,pp。18-24.
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くヨ　　

下のように記 される(西 田龍雄氏の漢訳文による):

大元国天下一統世住独尊福智名正主集

今上皇帝聖寿万歳

奉詔 一院大蔵経典 印完 頒行

今上皇帝聖寿万歳

奉詔 大徳十一(1307)年 六月二十二日

皇太子長寿千秋果見

大蔵経典五十部 印 頒行

以上のような事例から,元 代において,仏 典出版事業の主体は,大 元ウルス

がその支配下の宗教教団に,カ アン及びその一族の長寿や無病息災を祈る役割

を求めていたことを明確に意識 し,出 版の際にモンゴル皇族に対する功徳回向

文を奥書に書 き入れた(あるいは,大 元 ウルスが書 き入れさせた)のではなかろ

うか.逆 に言えば,こ のような功徳回向文を持つ仏典の出版事業には,モ ンゴ

ル皇族ないし大元ウルス政府関係者が自ら施主とな り,あ るいは許可 ・援助 を

与えるなど,何 らかの形で関与 していた可能性が極めて高いのではないか.

私は既 に,モ ンゴル時代においてウイグル語印刷仏典が大元ウルス政府主導
け む

で出版された可能性が高いことを指摘 した.ま た,最 近,杉 山正明氏や宮紀子

氏 らによってモンゴルは出版事業に極めて熱心であったことが明らかにされつ
の の

つあるが,以 上のように考えれば,私 の前々稿の結論や杉山 ・宮氏 らの研究成

(37)西 田1976,pp.21-22。 この 大 蔵 経 は カ イ シ ャ ンが 即 位 した 大 徳11(1307)年 に 出版

され た もの で あ り,こ の 出 版事 業 は カ イ シ ャ ン の 即位 とア ユ ル バ ル ワ ダ の立 皇 太 子 を

記 念 して行 わ れ た もの か も しれ な い.

(38)中 村(健)2006,pp.80-83.

(39)杉 山2002,p,149;宮2006.
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果 と も齟 齬 しない だ けで は な く,む しろモ ン ゴル が 学術 ・宗教 ・法律 ・科 学 な

どの 分 野 に関 わ らず,出 版 そ の もの に非 常 に熱 匚・だ った事 実 が 一層 顕著 に浮 か

び上 が っ て くる の で は な か ろ うか.

以 上 を踏 ま えれ ば,K6n66g一 族 が 出版 させ た仏 典 は,大 元 ウ ル ス支 配 下 の 中

国(お そ ら くは大 都)で 出版 され,そ の 出 版事 業 に 大 元 ウル ス が 関与 して い た 可

能 性 が高 くな る.K6n66g一 族 は東 部 天 山 地 方 で は な く中 国 内 地 に在 住 して お

り,大 元 ウル スの カ ァ ン及 び皇 族,な い しは 政 府 関 係 者 と密接 な 関 係 を有 して

い た の で は なか ろ うか.そ うで あ る とす れ ば,K6nこ6gが 持 っ て い た イ ドゥク ク

トの称 号 も,チ ャガ タ イ=ウ ル ス で は な く,大 元 ウルス よ り与 え られ もの に違 い

ない.先 に も指 摘 した が,Clark氏 の よ う にK6ne6g一 族 が チ ャ ガ タ イ=ウ ル ス

に よ って イ ドゥク ク トに任 じ られた と考 え る な らば,何 故TextA～Dに はチ ャ

ガ タイ=ウ ルス の 皇 族 で は な く大 元 ウル スの 皇 族 に対 す る功 徳 回 向文 が 記 され て

い るの か 説 明 が つ か な くな る.

前 章 で紹 介 した 「免 税 請 願 文書 」にお い て,K6n6δgは 代 官 を派 遣 して カ ラ ン

税 を徴 収 して いた が,K6n66g一 族 が 中 国 内 地 に居 住 し,大 元 ウ ルス の 支 配 下 に

あ った とす れ ば,K6nこ6gは トゥル フ ァ ン盆 地 に封 領 を保持 し,中 国 内地 か ら遥

か 遠 く離 れ た ト ゥル フ ァ ン盆 地 に代 官 を派 遣 して カ ラ ン税 を徴 収 して い た こ と

に な る.

そ れ で は,TextA～DのKiragisと 「高 昌王 神 道碑 」の吃 剌 失 思 とは果 た して

同 一 人 物 なの だ ろ うか.先 ずTextA～DのKiragisの 年 代 に つ い て検 討 して み

よ う.「 免 税 請願 文 書」にK6nこ6gの 名 が 言 及 され て い る こ とにつ い て は既 に触

れ た が,こ の 文書 の6行 目を見 る と,不 完全 な が ら/〃Zi"duqqutと あ り,K6nこ6g

の 先 代 の イ ド ゥク ク トの 名 を記 した 箇所 が 見 出 され る.肝 心 の イ ドゥク ク トの

名 は最 後 のZが 読 み 取 れ る に過 ぎな い が,こ れ はArat氏 が 指 摘 した よ うに,
ロ の

Kiragiz～Kiragisを 示 して い る もの と見 て 間 違 い ない で あ ろ う.そ うで あ るな ら

ば,Kiragisが イ ドゥク ク トと して在 位 して い た 年 代 は,当 然 息 子K6n66gの 在

(40>Aratl964,p,23.
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位 年 代 よ り以 前 で あ るは ずで あ る.つ ま りKiragisの 在 位 年代 は少 な く とも1310

年 以前 と考 え られ る ので あ る.一 方,「 高 昌王 神 道碑 」の 吃 刺 失 思 が この 一 族 の
ぱ の

当主として高昌王の位を継承したかどうかは分からない.し かし仮にそうだとし

ても,そ の在位年代は,父 である買閭がアユルバルワダの臣僚であったことか

らも,ど んなに早 くともアユルバルワダの在位時(1311～1320年)よ り以降と

見るのが妥当である.そ うなると,TextA～DのKiragisと 「高昌王神道碑」の

吃剌失思 とでは在位年代にズレが生じる.元 々Zieme・Rybatzki両 氏が両者を

同一人物と見なしたのは音韻上の一致という点のみであり,そ れ以上の根拠は

なかった。ここに我々は両者の年代 にズレが生 じることを確認した以上,む し

ろ両者は別人であり,K6n66gイ ドゥクク ト王家 と「高昌王神道碑」の高昌王家

とは別系統 と見なすのが自然なのではなかろうか.

私のここまでの考察が正 しいとすれば,14世 紀の段階で,イ ドゥククト(=

高昌王)を 名乗 る王家は少なくとも3つ 存在することになる.一 つは 「高昌王

世勲碑」の高昌王家.二 つ目は「高昌王神道碑」の高昌王家.三 つ 目は本稿で取

り上げたK6nこ6gイ ドゥククト王家.こ のような状況が現出するに至ったのは,

14世 紀の段階になるとイ ドゥククト王家の正統性が曖昧になり,イ ドゥククト

を自称する王家が複数分立するに至ったからではなかろうか.従 来,「高昌王世
く　の

勲碑」の記述に拠 り,元 代イ ドゥクク ト王家史が素描されてきたが,事 態はそ

れ程単純なものではなかった可能性が出て来たのである.ま た,ト ゥルファン
く　の

出 土 モ ンゴ ル語発 令 文 書 に現 れ る6ingtttmUrIduqudな る人物 が,本 当 にRybatzki

氏 の 言 う よ う にK6n66g一 族 の 系 譜 に連 な る イ ドゥク ク トで あ った の か ど うか

(41)『 元 史 』巻33,文 宗 本 紀,天 暦2(1329)年 戊 午 の 条(p.744)に,「 命 朶 耳 只 亦 都 護

(*Do可iiduqQut)為1亟 行 省 丞 相.近 制 行 省 不 設 丞 相,申 書 省 以為 言,帝 有 旨 「朶 耳 只

先 朝 舊 臣,不 當 以 例拘 』」とあ る が,こ こで い う朶 耳 只 亦 都 護 が,仮 に「高 昌王 神 道 碑 」

に見 え る 買 閭 の6人 の子 の うち の 一 人,朶 兒 只(*DorJi)と 同一 人 で あ る とす れ ば,

朶 兒 只 が イ ドゥ ク ク トを継 承 した の か も知 れ な い.た だ しこ の 史料 に現 れ る 「朶 耳 只

亦 都 護 」な る人 物 につ い て の 詳 細 は 不 明 で あ る.

(42)佐 口1943;安 部1955;梅 村1977,pp.17-2L

(43)BπXVI,Nr,70,71,pp.173-178.
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に つ い て も再 検 討 の余 地 が あ る.こ の イ ドゥク ク トこそ は,「 カイ ドゥ ・ドゥア

の乱 」に際 して も中 国 内 地 に移 住 せ ず,ト ゥル フ ァ ン盆 地 に留 ま り,チ ャ ガ タ

イニウル ス の支 配 下 に あ った 一 分 派 の末 裔 で あ った の で は な い か.

以 上,ま だ不 明 の 点 が 多 い が,少 な く と も,K6n66g一 族 は 「高 昌 王 神 道 碑 」

の高 昌王 家 とは別 系 統 であ り,K6nこ6gは 大 元 ウル ス よ りイ ド ゥク ク トに任 ぜ ら

れ,中 国 内地 に拠 点 を置 く と同時 に トゥル フ ァ ン盆 地 に も封 領 を有 し,代 官 を

派 遣 して カ ラ ン税 を徴 収 して い た こ と,ま た,14世 紀 前 半 の段 階で は イ ド ゥク

ク トを 自称 す る王 家 が 複 数 分 立 して い た こ と,を 確 認 してお きた い.

第4章14世 紀前半 における大元 ウルス支配下の 中国か らの新 しい

仏教文化 の広 が り

森安孝夫氏は1988年 の論文において,14世 紀前半において腹裏(大 都 を中

心とする首都圏)～江南～河西地方～東部天山地方がウイグル人のネットワーク

によって強固に結 び付けられていたことを指摘 した.森 安氏はこの結び付 きを

「ウイグル=コ ネクション」と呼んだが,こ れが「元朝史とウイグル民族史の理解

にとってどれほど有効であるかは,今 後 さまざまな方面からの検証 を待たねば
く　の

な ら ない 」と述 べ る に止 ま った.私 の 考 えで は.森 安 氏 の言 う 「ウ イ グ ルニコネ

ク シ ョン」とい う命 題 は,TextA～Dを モ ン ゴル 時 代 史 の 中 に位 置 付 け て考 え

る上 で,極 め て 有 効 とな る もの で あ る.以 下,私 は これ を念 頭 に置 きつ つ,

TextA～Dを モ ン ゴル 時 代 史 の 中 に位 置付 け てみ る こ とに した い.

前 章 で 私 は,K6n66g一 族 が 出版 させ た ウ イ グル 語 印刷 仏 典 は,中 国内 地 で 出

版 され た可 能 性 が 極 め て高 い こ と,ま た,K6nこ6g一 族 は大 元 ウ ルス に よ って イ

ドゥ ク ク トに任ぜ られ た イ ドゥ クク ト王 家 で あ り,恐 ら くは 中 国 内 地 に本 拠 を

置 きつ つ,ト ゥル フ ァ ン盆 地 に も封 領 を持 ち,代 官 を派 遣 して カ ラ ン税 を徴 収

して い た こ とを明 らか に した.中 国 内 地 に 移 住 して 来 て い たK6n66g一 族 及 び

そ の 関 係 者 と,K6n66gの 封 領 に居 住 して い た ウ イ グ ル人 とは,森 安 氏 の い う

(44)森 安1988,pp.432-435.
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「ウ イ グ ル=コ ネ ク シ ョ ン」を通 じて結 び付 け られ,人 ・モ ノ ・情 報 が 盛 ん に行

き来 して い た の で あ ろ う.

こ こでTextA～Dが そ れ ぞ れ どの よ う な仏 典 の 奥 書 で あ っ た か確 認 して み

る と,TextA,Bに つ い て は不 明 で あ る もの の,TextCは 『金 光 明 経 』第 五 品

ロう　

「滅 業 罪 品」の 奥 書 で あ る こ とが 判 明 して い る.TextDに つ い て は,R6hrbom氏
く　の

はこれを『観無量寿経』の奥書 としたが,Zieme氏 の言 うように『大乗無量:寿宗
く　わ

要経』の奥書であろう.こ こで想起すべ きことは,『金光明経』第五品 「滅業罪

品」を頭韻四行詩に翻案 したのはKikiな る人物で,こ の人物は大元ウルスの高

官で,書 家 としても有名であったカングリ出身の康里嚶崚に比定されているこ
く　の

とである.つ まり康里嶝嶝が翻訳(翻案)し た仏典 を,東 部天山地方のウイグル

人が読誦 していたのである.こ れより,K6nこ6g一 族とトゥルファン盆地のウイ

グル人との間のネットワークを通 じて,大 元ウルス支配下の中国で生み出され

た新 しい仏教文化が東部天山地方に流入 し,強 い影響を与えていた事実が くっ

きりと浮かび上がって来るのである.実 は,こ うした新 しい文化の影響は,従

来認識されているよりもずっと強 く河西地方～東部天山地方に及んでいたので

ある.以 下,そ れを示す例 を掲げてみよう.

まず最初にスタインが敦煌蔵経洞より将来 したウイグル語仏典写本Or.8212-

108を 紹介 したい.こ れは現在大英博物館 に所蔵されているが,38葉 を折 り返
く　の

して綴 じ合わせた冊子本で,モ ンゴル時代に特徴的な草書体で書かれている.
くらの

内容的には10数 種の仏教作品を集めたものである.私 が特に注 目するのは,

(45)BπX皿,NL51,pp.179-181.

(46)こ/W,p,119a,

(47)Zieme1992,p.54.

(48)ツ イ ー メ&百 濟1985,P.38.

(4g)E75,pp,63-161;庄 垣 内1976;Tekin1980,pp.11-150.Or8212-108の 頭 韻 四 行 詩

で 書 か れ た 部 分 はArat氏 が 研 究 し た.な お,Or.8212-108は ペ リ オ 編 号181・182

窟 か ら の 「紛 れ 込 み 」で,モ ン ゴ ル 時 代 の も の で あ る こ と は 疑 い な い.C£ 森 安1985,

pp,74-76.

(50)庄 垣 内1976,p.17.
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Arat氏 がETSのNo.12と して紹 介 した,頭 韻 四行 詩 で 書 か れ た 仏教 詩 の 末 尾
ぼ の

に付 された奥書であ り,奥 書そのものも頭韻四行詩で書かれている.

kUSgUyil-intOqZUn～iay-nlngOnyangf-ta

k6rklatangisuqTaydukidin-ikaull皿xu-a-ta

k6pyang蓉amaq-1iγboduγ 一lnk6kqaliγ 一iγ

k亘 乙ayUbadizagi組iumunmi鴬 一1nk6rg廿 廿6Unbitidim・:・Cis6ntutung

鼠 年,九 月 の 初 十 日 に.

美 し く素 晴 ら しき大 都 の 西,KauLinxuaに お い て,

目 もあ や な染 色 に よ っ て,虚 空 を
ほ 　　

強 い て 描 くこ と を望 ん だ こ とを見 る た め に私 は書 い た.ごis6n都 統.

まず 「鼠 年 」が いつ に 当 た るか で あ るが,現 段 階 で は そ の年 代 を確 定 す る こ と

が で きな い.Tekin氏 は,こ の 「鼠 年 」を,1264,1276,1288,1300,1312,

1324,1336,1348,1360年 の 中 の い ず れ か に当 た る と推 測 した に止 ま っ た.し

か し私 は,森 安氏 が敦 煌 の ペ リオ 編号181・182窟 の 文 書 群 全 体 を!4世 紀 初 頭

くらお
～ 中葉 とす る の に 従 い

,Tekin説 を よ り限 定 して,1300,1312,1324,1336,

1348年 の 中 の いず れ か で あ る と当 面 は 考 えて お きた い.

次 に,KauLinxua(K'WLYNXW')な る地 名 に つ い て見 て み よ う.Tekin氏 は,

奥 書 中 の 「大 都 の 西 」とい う文 言 を,本 文 書 の 発 見 さ れ た 敦 煌 を意 味 す る と

考 え,KauLinxuaな る地 名 が,敦 煌 の ど こか に あ っ た 一 寺 院 を指 して い る も

(51)E75,No.12,pp.116-125;Zieme1991,p.319.

(52>こ の 人 物 に つ い て,Arat・ 庄 垣 内.・Tekin氏 は6YSWY'と 読 ん だ が,Zieme説 に

従 っ て6YSWYNと 読 み,こisuinあ る い は 乙is6nと 転 写 す べ き で あ ろ う.な お,Zieme

氏 は,ごYSWYNが 漢 語 の 「智 全 」 を 写 し た も の と 考 え て い る よ う で あ る.CfE",

p.124;庄 垣 内1976,p,18;Tekinl980,p.53;BπXm,PP・177-178・n・49・90;Zieme1991・

P.319.

(53)森 安1983,pp.226-227.

(158)



くうの

の と考 え た.こ れ に対 して私 は,KauLinxuaを,大 都 の西 か ら,大 都 城 内 の人

工 湖,積 水 潭 に注 い で い た河 川,「 高 梁 河」に比 定 す る.と い う の も,当 時,大

都 の西 郊,高 梁 河 沿 い の 地 点 にお い て 「畏 吾(畏 兀)村 」と呼 ば れ る ウ イ グル 人
くらの

の集 落 が あ っ た こ とが知 られ て い る か ら で あ る.楊 鎌 氏 に よれ ば,ク ビ ラ イ に

仕 え た有 名 な ウイ グル 出 身 の エ リ ク カ ヤ(ArigQaya)や,そ の子 で散 曲作 家 と

して有 名 で あ った セ ヴ ィ ンチ カヤ(savin6Qaya貫 雲 石)は 死 後,こ こ に葬 られ

た とい う.こ の集 落 の痕 跡 は現 在 も残 っ てお り,現 在 の 北 京 市 西 郊 に あ る魏 公

村 が これ に当 た る とい う.以 上 よ り,ごis6n都 統 は大都 の西 にあ った ウイ グ ル人

の集 落 に い た人 物 で,Or.8212-108に 含 まれ るETS,No.・12の 仏 教 詩 は大都 にお

くら　　

い て作 られ た もの で あ っ た こ と にな る.

そ れ で は,Or.8212-108は ど こで書 写 され た の か.6is6n都 統 が 大 都 にい た 人

物 で あ る こ とは 疑 い な い が,更 に注 意 す べ き こ とは,Or.8212-108に は大 元 ウ

(54)Tekinl980,p.19.Tekin氏 はhnxuaが 漢 語 の 「蓮 華 」を写 した もの と考 え た よ うで

あ る.

(55)楊1983,pp.92-93.「 高梁 河 」の 元代 中 原音 はkau-liang-hoで あ る[藤 堂lg78,ppl513,

652,718]こ とか らす れ ば,音 韻 面 か ら見 て 筆 者 の 比 定 に全 く問 題 が な い わ け で は な

い.し か し,歴 史学 的 に は 「高 梁 河 」と理 解 す る の が 最 も妥 当 で は な い か.な お,元

代,歴 代 帝 師 が 大 元 ウ ル ス治 下 の 仏寺 ・仏 僧 に宛 て て 出 した発 令 文 で あ る法 旨(チ ベ ッ

ト文)に もgra'ulyanghoと チ ベ ッ ト文 字 で 音 写 され た例 が 知 られ るが,こ の 例 も元 代

中 原 音 に近 い.Cf中 村(淳)1993,p.63.

(56)こis6n都 統 は これ 以 外 の 仏 教 作 品 の 奥 書 に もそ の 名 が現 れ る[庄 垣 内1976,p.18;

Tekin1980,p.53;BπXXVI,Nr,127,pp,233-234].

Va擁ibax訂yaratmi蓉'し ・t6zinuqitta6inombitiyat{虚 沍di・:・

善 哉sadubolzun・:・6is6nTutu呱g・:・

Vap蓉i師 の作 った 「心 性 を説 く経 典 」を書 き終 え た.

善 哉!sadhuな れ か し!6is6n都 統.

Zieme・ 笠 井 両 氏 は6is6n都 統 をE軍 のNo.12と 「心 性 を説 く経 典 」を書 写 した 人 物

と解 釈 した[Ziemel991,p.319;β πXXVI,Nr.127,pp.233-234].し か し,こ こは 庄

垣 内 氏 の よ う に,6is6n都 統 が 「心 性 を説 く経 典 」を ウ イ グル 語 に翻 訳(あ る い は ウ イ

グ ル 語 の 頭 韻 四 行 詩 に翻 案)し た 人 物 と考 え るべ きで あ ろ う.な ぜ な ら,頭 韻 四 行 詩

で 書 か れ た 「亦 都 護 高 昌王 世 勲 碑 」の ウ イ グ ル 語 面 を作 詩 したKakaが,自 ら ウ イ グ

ル 語 面 をbitiyUt乞gindim「 書 き[奉 った]」 と述 べ て い る例 が あ る か ら で あ る[ッ ィー

メ&百 濟1985,PP.31-32].
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ルスの臣僚であった安蔵やプラティヤシリによって頭韻詩形式に翻訳(翻 案)さ
くら 　 　

れ た 仏 典 合 計5点 が 含 まれ て い る こ とで あ る.つ ま り,Or.8212-108に 含 まれ

る仏教 作 品 の 大 半 が,大 都 に い た こis6n都 統,安 蔵,プ ラ テ ィヤ シ リ らに よっ

て作 詩 され た もの なの で あ る.従 っ てOr.8212-108は,大 都 に い た ウ イ グ ル 人

が,当 時 流布 して い た ウ イグ ル語 の 仏教 詩 を ま とめ て書 写 し,敦 煌 に い た知 人

に 送 った もの に違 い な い.

と ころ で,モ ン ゴル 時代 の ウイ グ ル語 仏 教 文献 に 見 られ る 一 つ の重 要 な特 徴

と して,チ ベ ッ ト仏教 の 要 素 が 強 く見 られ る こ と を挙 げ る こ とが で きる.周 知

の よ う に,敦 煌 ・ト ゥル フ ァ ンか ら草 書 体 で書 か れ た タ ン トラ経 典 の写 本 が大

量 に 見 つ か っ て い る.小 田壽 典 氏 は か つ て 、 モ ン ゴル 時代 の ウイ グ ル語 仏 教 文

書 に見 られ るチ ベ ッ ト仏 教 の要 素 に つ い て,「 トル コ族 の チ ベ ッ ト仏 教 受容 に 関

して は,今 の と ころ,元 朝 に お け る チ ベ ッ ト ・ラ マ教 の 弘通 と関連 して考 え ら

く　ヨラ くら　ラ

れるべ きかと思う」とやや控えめに述べるに止まり,森 安氏 もこれに従った.し

かしなが ら,今 や我々は,こ のような現象 も,「準モンゴル」として大元ウルス

の支配層 となったウイグル貴族が,モ ンゴル皇族 とともにチベ ット仏教を受け

入れ,チ ベ ット語から翻訳されたウイグル語仏典が大元ウルス政府主導で大々

的に出版され,あ るいはこれが書写され,「 ウイグル=コ ネクション」を通 じて

河西地方～東部天山地方に送 られ,現 地のウイグル人に多大な影響を与えたか

らであると考えて何の問題 もないであろう.即 ち私は,河 西地方～東部天山地

方に大都からチベット仏教の影響が及んだのは,「 ウイグル=コ ネクション」に

よって大都～河西地方～東部天山地方が一つになっていた時期,つ まり14世 紀

前半であると見るのである.

(57)安 蔵 とプ ラ テ ィ ヤ シ リが 作 詩 した 仏教 詩 をそ れ ぞれEr5の 番 号 で示 す.安 蔵:No.

9,13.プ ラテ ィヤ シ リ:No.10,14,15,頭 韻 八 行 詩 で書 か れ て い るNo.10を 除 き,

全 て 頭 韻 四 行 詩 で書 か れ てい る.

(58)小 田1974,p.99.

(59)森 安1985,p.87.
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モンゴル語仏典が トゥルファン盆地から出土している事実も,同 様の文脈で説

明できるであろう.モ ンゴル語印刷仏典は,そ のほとんどが大元ウルス支配下の
く　の

中国(特 に大都)に おいて出版された可能性が高いから,こ れらの印刷仏典は,

「ウイグル=コ ネクション」を通 じて中国内地から東部天山:地方に伝えられたも

のであることは疑いない.大 元ウルスの支配層となったウイグル貴族はまず間

違いなくモンゴル語ができたはずであり,ウ イグル語仏典だけでな くモンゴル

語仏典も読んだに違いない.つ まり中国内地に居住 し,モ ンゴル語を修得 した

ウイグル貴族がモンゴル語でも仏典 を読み始めた影響が,ウ イグリスタンにも

及んでいたのである.要 するに,14世 紀のウイグル人にとって,ウ イグル語 ・

漢語 ・西夏語 ・トカラ語 ・サンスクリット語仏典などと並んで,モ ンゴル語仏

典もまた彼 らの仏教聖典となりつつあったのではないか,

おわ りに

モ ンゴル時代,ユ ーラシア大陸は一つ となった.人 種 ・言語 ・文化 ・宗教の

壁が取 り払われ,未 曽有の新 しい文化が生まれた.そ のような状況は当然14世

紀のウイグリスタンにおいても決して例外ではなかった.少 なくともK6nこ6g

一族が大元ウルス支配下の中国においてウイグル語仏典を出版させていた14世

紀前半の段階では,東 部天山地方は,政 治的にはチャガタイ=ウ ルスの支配下に

あったにせよ,文 化 ・経済的には大元ウルスの圧倒的な影響下にあり,仏 教文

化圏であったのである.た だ,西 方から怒濤のように押 し寄せるイスラーム化
く　 　　

の波には抵抗する術 もな く,大 元 ウルス崩壊後,東 部天山地方も次第 にイス

ラーム化 し,彼 らの生み出 した仏教文化は砂の中に消えて行 くのである.

(60)中 村(健)2006,PP.74-75.

(61)ウ イ グ リス タ ン の仏 教 徒 が書 い た,反 イ ス ラ ー ム を 謳 った 頭 韻 四 行 詩 が残 っ て い

る.時 代 的 に は14世 紀,そ れ もか な り遅 い 時期 を想 定 で き るの で は な い だ ろ うか.

ウ イ グ リ ス タ ン の イ ス ラ ー ム 化 を論 じ る 上 で 重 要 な 史 料 と な る こ とは 疑 い な い.

Cf.Tezcan&Zieme1990.
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これまで本誌において3回 にわたってモンゴル時代ウイグル語仏典の奥書に

関わる諸問題を扱ってきた.こ の間,未 発表のウイグル語仏典の奥書断片がい

くつか公刊され,モ ンゴル時代史研究にとって重要なもの も含まれていた.こ

の中で最 も注 目されるのは,現 在サ ンク トペテルブルクに保管されるウイグル

語印刷仏典の奥書断片SIKr。III8で あろう.こ の奥書 には大徳2(1298)年,大

都で仏典10000部 が出版されたことが記 され,ま た,バ ヤウトBaya'ud氏 出身

で成宗テムルの后であったブルガン=カ トンBuluγanQatunの 名 も現れる大変興

味深いものである.こ の奥書を学界に初めて紹介 した笠井氏は,テ ムル時代 に

大徳改元を記念 してウイグル語印刷仏典が出版され,SIKr.III8は その奥書で
く　の

あったと考えた.こ の奥書の情報か らだけではあまりにも断片的で,詳 細は分

からないが,そ の可能性はあるだろう.

今後 も,モ ンゴル時代のウイグル語仏教文献を,モ ンゴル時代史の中に位置

付ける作業は継続されねばならないが,こ の作業を進めて行 くことにより,逆

にモ ンゴル時代史にとって未知の視点や情報を提供で きる可能性 も大いにあ

る.今 後,こ うした作業を続ける上で本誌に連載 したささやかな成果が何らか

の指針 となれば幸いである.

(62)B7TXXVI,Nr,45,pp。123-124.

れ た可 能性 を 指摘 して い る.

なお,笠 井氏 はこの時 『白傘蓋陀羅尼』が 出版 さ
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補 遺

前 々 稿(本 誌21号 に掲 載)に 関 連 して,ベ ル リ ン のZieme博 士 か ら私 信 に て

次 の よ うな情 報 をい た だ い た.極 め て 重 要 で あ る ので,Zieme博 士 の 許 可 を得

た上 で,こ こ に紹 介 させ て い た だ く.

私 は,Senkaya1989に 掲 載 され る写 真(元 々 はArat氏 が 所 蔵 して い た もの)

を も と に*U9192[TIIIMl82】 の テ キ ス トを提 示 した が,実 はSertkayal989

の 写 真 と内 容 を同 じ くす る版 本 断 片SIKr.IIIl2+13が サ ンク トペ テ ル ブ ル ク に

存 在 す る.遺 憾 な が ら筆 者 は前 々稿 執 筆 の段 階 で そ の存 在 を知 り得 な か っ た.

SIKr.III12+13とSenkaya1989の 写真 と を比 較 して み る と,驚 くべ き こ とに,

実 はSenkaya1989の 写真 は,2枚 の版 本 断片 を合 わ せ た もの を撮 影 した もの で,

そ の 接 合 の 仕 方 が 誤 って い た こ とが 判 明 す る の で あ る.つ ま り,TextBの 最 初

の5行 は,6～15行 目の 後 に持 っ て こ な け れ ば な らな くな る こ と にな る.

私 は,平 成20年5月 に財 団法 人東 洋 文 庫 に所 蔵 さ れ る サ ン ク トペ テ ル ブ ル

ク文 書 の マ イ ク ロ フ ィ ル ム を 閲覧 し,SIKr.III12+13に つ い て調 査 す る こ とが
く　 ヨラ

で きた.SIKr.III12+13の 調 査 に よっ て,Senkaya1989の 写 真 で は欠 損 して い

た 部 分 の 読 み も補 うこ とが で きた.

以 下,Zieme博 士 が,SIKr.IIIl2+13とSertkaya1989の 写 真 の 両 方 を も とに

復 元 した テ キ ス トを基 に,私 が マ イ ク ロ フ ィル ム を 調査 した結 果 を も踏 まえ,
く　む

前 々稿 のTextBを 下 記 の よ うに差 し替 え させ てい ただ く.た だ し,テ キ ス ト ・

和 訳 につ い て の 責 任 は全 て 筆 者 に あ る こ とを お 断 りして お く.Zieme博 士 の ご

厚 意 に心 よ り感 謝 す る.

(63)「St.Petersburgウ イ グ ル文 字 ・ソ グ ド文 字 ・マ ニ文 字 写 本 マ イ ク ロ フ イル ム仮 目録

(非 売 品)』 東 京,財 団 法 人 東 洋 文 庫,中 央 ア ジ ア ・イ ス ラ ム研 究 室,p。100を 参 照.

SIKr.HI12+13はNo.20の リー ル に 収録 され て い る.マ イ ク ロ フ ィル ム閲 覧 に際 し,

財 団 法 人 東 洋 文庫 の 山村 義照 氏 に便 宜 を 図 っ て い た だい た.こ こ に記 して感 謝 す る.

(64)中 村(健)2006,pp.62-66.な お,SIKr.皿12+13の 裏 面(verso)に は 草 書 体 ウ イ グ

ル 文 字 で 書 込 み が な さ れ てい る こ とを確 認 した.
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TextB(改 訂 版)

[文 書 番 号]*U9192[TIIIM182];SIKr.III12+13

[研 究]S頒kayal989;中 村(健)2006,pp.62-66;β πXXVI,Nr.150,pp.266-267

[写 真]Sertkaya1989;PlateXIII
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xungtayxiu-luγ6gana-tatuγmi『 ぎblgiirmi蓉 。:・

kimolalqu-tak6titmi蓉a予ir'buyan-11'γ:atruqt6rtimi蓉

　
CinggiZqanulaγ 一inta:ayiγ 一hγqanbolヤu-qaalti"n6kaz-

ig-ta:aka9-tlninmi蠶ad'in6fyblgUrmi蓉 ・:・

k6nit6rU-IUgyrhqan～Su～SikgngUl-IUg:k6titmi蓉uluγbuyan-li'γ

qaγanqan-1'rnz:k6nit6rU-6aar～ia6ambudivipulu蓉 一uγ:

kU§atipdrksinip且 洫UruYur-ta・:・

atruqt6rn面 舊adin～Sfyiduqbo

qaγanqanimizbirla:a≧unlarsayu興mエa恙ukalmi蓉abiya写

tU蓉Ut-IUg-intin:裂m直 恙ialqu-tak6tidipaltun

orun-taoluruyrhqami'蓉:agiramaki忌iuluγ ～iatun-f

Buluγanqatun・:・

ada-liγmuni'tag6dttiqQlu-ta:ada-taumuγbolup

araturda～5i:adaqsong-intayanabur5ζanblgUrUp:alqu-qa

umuγbol予u-qatfltaγbolta61':alqu-ni'bilta6ibur5ianUz誤

[頭 韻 四 行 詩 形 式]

xungtayxiu-luγ6gana-tatuγmi'蓉blgUrlni恙

kimol
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alqu-tak6tit血 蓉aYirbuyan-liγ

　

a躰uqt6rUmi蓉Cinggi4qanulaγ 一1'nta

ayi'γ一li'γqanbolヤu-qaaltin～lkazig-ta

aka蓉 一tl'ninmi忌adfn～liγblgUrmi蓉

k6nit6rU-IUgyrhqan～5u～likgngUl-IUg

k6titmi蓉uluγbuyan-liγqaγanqan-lmz

k6nit6rU-6aarqa～lambudivipulu蓉 一uγ

kU§atip諷(sinipil洫Uru学ur-ta

atruqt6rUmi蓉adin～ 窪γiduqboqaγanqanim10zb廿la

a髫unlarsayu嬋a蓉u.kalmi蓉

abiya耳tnヨnt-IUg-intin

鋤 口 菖ialqu-tak6ti(重ip

altunorun-taoluruyrli～iam駑: ,

agh7amaki舊iuluγ すatun-iBuluγanqatun

ada-hYmuni'tag6dtaqolu-ta

ada-taumuγboh4)araturdaこ1

adaqsong-intayanaburxanblgUrUp

alquumuγbol?u-qatlltaγbolta乙i

alqu-1宜'bilta～li
.burxanUza
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[和訳]

(テムルは)皇 太后(の 位)を 持つ母において生 まれ現れた.

全てにおいて超越 した重 き功徳 を持ち,

卓越 して生まれたチンギス=カ ンの王統において

威厳 あるカンとなるために,第6番 目に

虚空より下 り,特 別に現れた.

正しい法を持ち,慈 悲心を持ち,

超越 した大いなる功徳を持つ我 らがカアン陛下が,

正 しい法に従って全閻浮提国を

守 り,支 配する時に,

卓越 して生まれた特別で神聖なこの我 らがカァン陛下 とともに,

生 まれ変わる度に慈 しみ合って来た

習慣 ・考えがあることから,

今,全 てにおいて超越 し,

黄 金 の 玉 座 にお 就 きに な っ た.

大 カ トン はブ ル ガ ン=カ トンで あ る.

災難 あ る この よ う な時 に,

災難 にお い て 救 い と な り,問 に留 ま るで あ ろ う.

最後 に再び仏として現れ,

全てに救いとなるための原因となるであろう.

一切知たる仏に[以 下欠]

(166)



文 献 目 録

安 部 健 夫

1955『 西 ウ イ グ ル 国史 の研 究 』京 都,彙 文 堂 書 店.

梅 村 坦

1977「13世 紀 ウ ィ グ リ ス タ ン の公 権 力 」『東 洋学 報 』59-1/2,pp.01-031.

小 川 貫 弌

1942「 太 原 崇 善 寺 新 出 管 主 八 の施 入 経 と西 夏 文 大 蔵 経 の残 葉 」『支 那 仏 教 史学 』6-1,pp,

3346.

1943「 元 代 白蓮 教 の 刻 蔵 事 蹟 」『支 那 仏 教 史 学 』7-1,pp.4-14.

1969「 自雲 宗 大 蔵 経 局 の 機 構 」『龍 谷 史壇 』62,pp.1-17.

愛宕 松 男

2000『 完 訳 東 方 見 聞 録1』(平 凡 社 ラ イ ブ ラ リー326)東 京,平 凡社.

小 田 壽 典

1974「 ウイ グル 文 文 殊 師 利 成 就 法 の 断片 一 葉 」『東 洋 史研 究 』334,pp.86-109.

耿 世 民

1980「 回 鶻 文 亦 都 護 高 昌 王 世 勲 碑 研 究 」『考 古 学 報 』1980-4,pp.515-529.

黄 文 弼

1964「 亦 都 護 高 昌 王 世 勲 碑 復 原 并 校 記 」「文 物 』1964-2,pp.34-42.

佐 口 透

1943「 モ ン ゴル 人 支 配 時 代 の ウ イ グ リス タ ン(上 ・下)」 『史学 雑 誌 』54-8/9,pp.1-71,

72-97.

庄 垣 内 正 弘

1976「 ウイ グル 語 写 本 ・大 英 博 物 館 蔵Or.8212-108に つ い て 」『東 洋 学 報 』57-1/2,pp.

272-254,

杉 山 正 明

1989「 元 代 蒙 漢 合 璧 命 令 文 の 研 究(一)」 『内 陸 ア ジ ア言 語 の研 究 』5,pp.1-31+2pls.

1996『 モ ン ゴル 帝 国 の 興 亡(下)』(講 談 社 現 代 新 書1307)東 京,講 談 社.

2002『 逆 説 の ユ ー ラ シア 史 』東 京,日 本 経 済 新 聞 社.

高 橋 文 治

1991「太 宗 オ ゴ デ イ癸 巳年 皇 帝 聖 旨訳 注 」『追 手 門 学 院大 学 文 学 部 紀 要 』25,pp,422-405.

竺 沙 雅 章

1982「 元 朝 の 江 南 支 配 と 白雲 宗 」『中 国 仏 教 社 会 史 研 究 』京 都,同 朋 社,pp.293-319.

1998「 元 版大 蔵 経概 説 」奈 良 県教 育 委 員会 事 務 局 文 化財 保 存 課(編)『 西 大寺 所 蔵 元 版

一 切 経 調 査 報 告 書 』奈 良 ,奈 良 県 教 育 委 員 会,pp.7-20.

ペ ー タ ー ・ッ ィー メ&百 済 康 義

1985『 ウイ グル 語 の 観 無 量 寿 経 』京 都,永 田文 昌堂.

藤 堂 明保(編)

1978『 学研 漢和 大 辞 典 』東 京,学 習 研 究 社.

(167)



常 盤 大 定

1939「 西 夏 文 字 大 蔵 経 の彫 刊 につ き て」『東 方 学 報 』9,pp.1-32+7pls.

中村 淳

1993「 元代 法 旨 に見 え る歴 代 帝 師 の 居所 一 大 都 の 花 園 大 寺 と大 護 国 仁 王 寺 」『待

兼 山論 叢(史 学 篇)』27,pp.57-82.

2001「 道 教 と仏 教 の対 決 元 の宗 教 政 策 」『しに か 』12-11,pp.30-33.

中村 健 太 郎

2006「 ウ イ グル 文 「成 宗 テ ム ル即 位 記 念 仏 典 」出 版 の 歴 史 的 背 景U4688【THS

63】 ・*U9192[T皿M182】 の分 析 を通 じて 」『内 陸 ア ジ ア 言語 の 研 究 』21,

PP.49-91十lpl.

2007「 ウ イ グ ル 語 仏 典 か らモ ン ゴ ル語 仏 典 へ 」『内陸 ア ジ ア言 語 の研 究 』22,pp.71418.

西 田 龍雄

1976『 西 夏 文 華 厳 経H』 京 都,』・京 都 大 学 文 学 部.

本 田 實信

1991『 モ ン ゴル 時 代 史 研 究 』東 京,東 京 大 学 出版 会.

松 井 太

1998「 ウイ グル 文 ク トル グ 印文 書 」『内 陸 ア ジ ア言 語 の研 究 』13,pp.1-69+14pls.

2004「 モ ン ゴ ル 時 代 の ウ イ グ ル農 民 と仏 教 教 団U5330(USp77)文 書 の再 検 討

か ら 」『東 洋 史 研 究 』63-1,pp.202-171(逆 頁)

的屋 勝

1936「 影 印 宋 磧砂 蔵 経 の 尾 跋 につ い て」『日華 仏 教 研 究会 年 報 』第 一 年,pp.48-166.

宮 紀 子

2006『 モ ン ゴル 時 代 の 出版 文 化 』名 古 屋,名 古 屋 大 学 出 版 会.

村 上 正 二

1951「 元 朝 秘 史 に 現 は れ た 「奄 出」(61痴 荘)の 意 味 につ い て」『和 田博 士 還 暦 記 念 東 洋 史

論 叢 』東 京,講 談 社,pp.703-716.

森 安 孝 夫

1983「 元 代 ウ イ グ ル仏 教 徒 の 一 書 簡 敦 煌 出 土 ウ イ グ ル 語 文 献 補 遺 」護 雅 夫

(編)『 内 陸 ア ジ ア ・西 ア ジ ア の社 会 と文 化 』東 京,山 川 出 版 社,pp.209-231。

1985「 ウ イ グ ル語 文 献 」山 口 瑞鳳(編)『 講 座 敦 煌6敦 煌 胡 語 文 献 』東 京,大 東 出版 社,

PP.1-98,

1988「 敦 煌 出 土 元 代 ウ イ グ ル 文 書 中 の キ ン サ イ 緞 子 」『榎 博 士 頌 寿 記 念 東 洋 史 論 叢 』

東 京,汲 古 書 院,pp.417-441.

楊 鎌

1983「 貫 云 石 新 考 」『新 疆 太 学 学 報 』1983-1,pp,86-94,

Arat,R.R.

1937Uygurcayazllararasmda.丁 距沈7br訪,Arた θo'08yαvθE'ηogπ の αD8r8∫ ∫B,pp.101-

112+lpl.

(168)



1964DerHeπschertitell財 κg-g配'.ひA乃35,pp.150-157.

1965E冶 窺 丁髭rた5∫か'.Ankara,

Cerensodnom,D.&Taube,M.

1993D'θ ルf伽80」 ∫cα48rβ8r'加 θr乃4ψ η∫α配η31澀8.(β θr伽 θr7■κゆ η∫εκ∫θXVI),Berlin,

AkademieVerlag.

Clark,L.V.

1975」 加ro伽 αゴoη ∫o漉 ε σンgぬκrαyゴ1Do侃 〃1θη∫∫(ゾEα ∫∫7'麗rたθ5∫αηr13功 一14ぬco.丿,

Bloo血ngton.

Clauson,G.

1972AηE砂 η10'08∫cα'D'c∫ めηαryげPrε 一ηiか'8θη∫ぬα η旗ry血rん'∫ ぬ.Oxfbld.

Cleaves,F.W.

1954Theβ αガ5帥 一α(㌔r'一 αAwα'αr一 κη勲yゴ'う麗rof1312by60sgiOdsir.HIA∫17-3/4,pp.1-

129+24pls.

D㏄ ㎡er,G.

1963-19757脈 ∫5c乃θ罵η4η20ηgo"鋤 θEJθη3θη∫θ∫〃3ハ初p8r∫'50乃 θη1▽4.Wiesbaden.

GengShimin&Hamilton,」.

1981L'inscriptionouiOgouredelastらlecom甲6mora亘vedesIduqqutdeQo60.7初 κ ゴcα13,pp。

10-54.

Hambis,L.

1954L8cぬ 毋ガτrθCVπZ4此}石 砌 ηo乃 θ.1」∋iden.

Kasai,Y.

2008Dl8Ul8κrl∫c伽B崛 励1∫'1∫c舵 酌 勿 乃oηβ.(β8r伽 θ漁 伽'θ κ'θXXVI),T㎜hout.

Laufer,B.

1907Zurbuddhistisc血enLiteraturderUigulen.7】P8,pp.391-409.

Radloff,W.

1928乙 厚gκ厂ゴ3c乃θ勘rα6h4θ πκ祕'」θr.1£ningrad.

R6hrbom,K.

1977一 び'8膨r∫∫c乃θ5Wδ πθrわ励.Wiesbaden.

Ryba必d,V,

2000TitlesofT血kandUigurRulelsintheOldTurkicInscriptions.CA144-2,pp205-292.

Serd【aya,0.F.

1989EinFragmenteinesalt眦kischenLobpreisesaufTamurQaγan.AoF16-1,pp.189492.

Tekin,§.

1980B認 励 ∫∫'ゴ∫c加 し厂'g麗r'cαα闘54θr}『吻 η一Z2ゴ'.Budapest,Akad6miaiKiad6.

Tezcan,S.&Zieme,P.

1990AntiislamischePolemikineinemaltt敝ischenbuddhistischenGedichtausTurfan。AoF

17,pp.146-151.

(169)



Zieme,P.

1975ZurbuddhistischenStabreimdichtungderaltenUigu爬n.AOH29-2,ppl87-21L

1985β 嵶 跏5が ∫c乃θ 甜αわr8ゴ祕'c乃 砺η8εη46rこ 万8κ厂8η.(B8r伽8rル 吻 漉 鷹X皿),Bedin,

AkademieVerlag.

1991Dfθ5∫ αわr♂1η陀燦θ4θr疋 ノ'g罵rθηvoπ 跏 加 η 配η4D麗 η乃㎎ π8.5∫ 砒」陀ηz配rα1∫漉アκ∫∫c乃θη

Dゴoh跏8.Budapest,Akad琶miaiKiad6.

1992Rε1'8ゴoπ 呶 ゴGθ ∫θ'Z5chφ 伽U'8κrゴ5chθ ηKδ π∫8rθゴchvoηeo♂b.Abhandlungender

Rheinisch-Wes漁lischenAkademiederWissenscha食en88,0pladen.

略号表

AoF:A〃or∫ θη∫α」'5c舵F∂r5c乃 跖η88η,Berlin.

AOH:Ac如Or'ε η'α'如Acα 吻 〃2'αθ5c∫θηがαrκη冨H加π8αr'cαθ,Budapest.

Bπ:β θ厂"πθrτ 聞吻 剏6κ∫θ.

BπX皿:Zieme1985.

8πXVI:Cerensodnom&Taube1993.

Bπ ㎜:Kas盆2008.

㎝ 」:cθ 湾〃o'ノ猛∫α∫'6Jb麗rπα」.

ED:Clauson1972.

E1『5:Alat1965.

伍A5:H召rvαr4」 ∂麗rηα1qブA∫ 如∫ゴc5'認 ∫θ∫.

n.:note.

No.:N㎜ 塊r.

PりPP・:page,pages・

τME2>:D㏄ ㎡6r1963-1975.

τP:7,0κ η8Pα0.

σAJわ:こ かα1-AZ砂'5Cぬ θ」8hrわ だ6乃θr.

σW:R6hrbom1977一.

(170)



Summary:

コ　
K6n66gIduqQutFamilyasSeenintheColophons

ofBuddhistUigurTextsUnearthedinTurfan

KentaroNAKAMuRA

ThisarticleisahistoricalstudyontheUigurblockprintcolophonsunearthedinthe

TurfanBasin.ThenewmarksofthedocumentspreservedinBerlin(excavation

marks)areasfollows:U345[TD80],U4446,U4621[TID],U4757【TM12],

U8001[Ml49】.ThesecolophonswereattachedtoUigurBuddhisttextswhich

werepublishedbyK6n66gIduqQutandhisson-in-law.

Inthisarticle,Idealtwithso皿ehistoricalproblemsconcemingthese

colophons:(1)thesecolophollsallbelongtothef6rmerhalfofthe14thCentury

andwerepublishedillChinaproper;(2)K6n66gfamilyhadmovedfrom

UiguristantoChinaproper(probablyTa-tu大 都);(3)K6n6dgfamilypossessed

feudalestateinTu㎡anandsentagentstocollectCalantax;(4)thetitleIduqQut,

whichKira蓉isandK6n66ghad,wasprobablygivenbyDai-OnUlus,notby

ソ ロロ
CaγataiUlus;(5)notone,butatleastthreeIduqQutlineagesexistedatthesame

timeinthefomlerhalfofthe14thCentury.

ThroughtheconnectionbetweenUiguraristocracyinDai-OnUlusand

residentsinUiguristan,thenewestBuddhistcultureiロD'ai-OnUlus,especially

inTa-tu(Buddhistalliterativepoetry,elementsofTibetanBuddhism,Buddhist

blockprinttexts,etc.)fiowedintoUiguristan.Inthefo㎜erhalfofthe14th

Century,UiguristanwasculturallyundertheinfluenceofDai-OnUlus,though　
politicallyundertheruleofCaγataiUlus.
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